
　

人
口
約
６
万
４
１
０
０
人
の
合こ

う

志し

市
は
、

熊
本
県
の
北
部
内
陸
部
に
位
置
し
ま
す
。
市

の
北
部
は
広
大
な
農
地
が
広
が
る
県
内
有
数

の
穀
倉
地
帯
で
あ
り
、
熊
本
市
に
隣
接
し
た

南
西
部
一
帯
の
住
宅
地
・
商
業
地
は
、
新
市

街
地
を
形
成
し
、
熊
本
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン

と
し
て
人
口
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

人
口
の
増
加
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
が
、

一
方
で
は
、
ゴ
ミ
問
題
も
深
刻
化
し
て
い
ま

す
。
商
工
会
女
性
部
で
何
か
で
き
な
い
か
と

役
員
会
で
話
し
合
っ
た
と
こ
ろ
、「
古
着
で

足
ふ
き
マ
ッ
ト
を
つ
く
っ
た
ら
ど
う
か
」
と

い
う
意
見
が
出
て
、
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト

し
た
２
０
１
４
年
３
月
以
降
、
毎
年
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

で
き
あ
が
っ
た
マ
ッ
ト
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
や
市
内
28
ヵ
所
の
保
育
園
に
寄
贈
し
ま

し
た
。「
ぬ
く
も
り
を
感
じ
ま
す
ね
」
と
い

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
、
私
た
ち
の
励

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
活
動
は

　

西
和
賀
町
は
、
岩
手
県
の
南
西
部
に
位
置

し
、
三
方
を
１
０
０
０
ｍ
級
の
山
々
に
囲
ま

れ
た
自
然
豊
か
な
ま
ち
で
、
年
間
の
累
積
降

雪
量
は
10
ｍ
を
超
し
、
特
別
豪
雪
地
帯
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
内
に
唯
一
あ
る
岩
手
県
立
西
和
賀
高
等

学
校
は
、
こ
れ
ま
で
に
地
域
で
活
躍
す
る
人

材
を
輩
出
す
る
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
地
域

に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
と

な
っ
て
い
る
も
の
の
、
毎
年
生
徒
数
の
減
少

が
進
み
、
存
続
の
危
機
に
陥
っ
て
い
る
状
況

で
し
た
。

　

こ
の
状
況
を
打
破
し
て
高
校
の
魅
力
を
向

上
・
発
信
し
よ
う
と
、
女
性
部
で
は
西
高
生

と
協
働
で
、
地
元
食
材
を
使
っ
た
新
メ
ニ
ュ

ー
の
開
発
を
目
指
す
高
校
生
の
料
理
コ
ン
テ

ス
ト
「
西
高
生　

地
産
地
消
チ
ャ
レ
ン
ジ
・

グ
ラ
ン
プ
リ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
グ
ラ

ン
プ
リ
メ
ニ
ュ
ー
は
町
内
飲
食
店
で
期
間
限

定
と
し
て
登
場
さ
せ
る
ほ
か
、
事
業
10
年
目

と
な
る
年
に
は
歴
代
グ
ラ
ン
プ
リ
メ
ニ
ュ
ー

を
合
わ
せ
た
お
弁
当
を
つ
く
っ
て
町
内
イ
ベ

は
ち
み
つ 

通
信

商
工
会
女
性
部
は
ま
ち
に

元
気
と
安
心
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

料
理
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
で

地
元
高
校
生
と
協
働
し
て

地
域
の
魅
力
向
上
に
貢
献

西
和
賀
商
工
会
女
性
部（
岩
手
県
）

古
着
を
活
用
し
た

足
ふ
き
マ
ッ
ト
を
毎
年
製
作

ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
も
実
施

合
志
市
商
工
会
女
性
部（
熊
本
県
）

製作したカラフルなマットを寄贈

鹿児島鹿児島

秋田秋田

青森青森

宮崎宮崎

大分大分

岩手

熊本
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ン
ト
で
販
売
す
る
な
ど
、
西
和
賀
高
校
の
魅

力
向
上
に
大
き
く
寄
与
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
、
西
和
賀
町
の
地
域
ブ

ラ
ン
ド
「
ユ
キ
ノ
チ
カ
ラ
」
を
運
営
す
る
ユ

キ
ノ
チ
カ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
と
協
働

し
、
社
会
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
魅
力
発
見
ラ

ボ
」
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
開
発
し

た
商
品
の
テ
ス
ト
販
売
や
、
西
和
賀
の
方
言

を
使
っ
た
「
ご
当
地
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
」

の
企
画
・
製
作
に
関
わ
る
な
ど
、
西
和
賀
高

校
の
魅
力
を
発
信
し
な
が
ら
地
域
の
未
来
を

担
う
人
材
の
育
成
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

新
聞
や
ラ
ジ
オ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
地
元

の
婦
人
会
だ
け
で
は
な
く
、
県
内
の
婦
人
会

か
ら
つ
く
り
方
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
マ

ッ
ト
づ
く
り
の
輪
が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

今
年
４
月
16
日
に
は
、
一
日
も
早
い
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
停
戦
と
ウ
ク

ラ
イ
ナ
国
民
を
支
援
す
る
た
め
に
、
募
金
活

動
の
一
環
と
し
て
「
古
布
マ
ッ
ト
」
販
売
を

行
い
、
全
額
を
日
本
赤
十
字
社
へ
寄
付
し
ま

し
た
。

　

合
志
市
商
工
会
女
性
部
は
、
今
後
も
私
た

ち
の
で
き
る
こ
と
か
ら
積
極
的
に
活
動
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

社会学習プログラム「魅力発見ラボ」のメンバー

料理コンテスト・事業10年記念お弁当 メニュー開発に取り組む高校生と女性部員

ウクライナ支援も
マットで貢献

女性部員が集まっ
てマットづくり
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